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研究成果の概要（和文）：２００１年９月１１日のイスラーム主義過激派による米国同時多発テロ事件をきっか
けとして開始された米国によるグローバルな対テロ戦争は、２０２１年９月の米軍アフガニスタン撤退に至る
２０年間にわたり、世界政治の中心課題となった。米国との同盟関係を外交・安全保障政策の基軸とする日本
は、対米関係の安定と強化という関心の下で、対中東関与を深めた。これは外交・防衛・警察・公安等の政府各
部門における、中東関連の任務の主流化をもたらし、国内政治における中東関連施策の優先順位を引き上げる効
果を持った。「イスラーム」への関心が増大すると共に、それに対峙しつつ協調も深めるイスラエルへの政策的
関心の高まりが生じた。

研究成果の概要（英文）：The 9/11 attacks by the Islamist radicals on the US cities in 2001 triggered
 the global "war on terror" which remained to be the focus of world politics for two decades since 
then, leading up to the withdrawal of US troops from Afghanistan in September 2021. Japan, whose 
diplomatic and security policy is based on its alliance with the United States, has deepened its 
involvement with the Middle East with the interest of stabilizing and strengthening relations with 
the United States. This brought the Middle East affairs into the center of policy agenda of 
diplomatic and security sectors of Japanese government and had "mainstreaming" effect, dramatically 
raising the priority of Middle East-related issues high even in domestic as well as external 
policies.  Awarness of the political and diplomatic importance of "Islam" as a major policy issue 
increased. Also, Israel's ability to effectively counter and co-opt elements of "Islam" has been 
increasingly recognized at the end of the period. 

研究分野： 中東・イスラーム学
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発

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で取り組んだのは、２００１年の９・11事件とそれに対応した米国主導の「対テロ戦争」が、日本の政府
諸部門、特に外交・安全保障・治安関連諸部局に及んだ影響である。それ以前には周辺的な課題とされ、文化
的・趣味的な領域とみなされていた「中東・イスラーム」が指し示す政策領域の重要性への認識が飛躍的に増大
し、それに伴う政策上の「主流化」がこの期間に進んだ。同時に、米主導の対テロ戦争に深く関わり、イスラー
ム主義勢力に正面から対峙しつつ、アラブ湾岸産油国と水面下で協力関係を深めるイスラエルの外交・安全保障
上の重要性への認識の高まりが並行して進んだことを先んじて示したのが、本研究の意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究課題の開始当初の背景は、２００１年の９・１１事件以後に、日本が中東・イスラーム

世界との間で行った、治安と安全保障に関わる国際協力を主たる対象にして、中東研究と日本政
治史・行政学の研究者が協働して調査研究を行うところにあった。中東地域研究と国際安全保障
研究、そして日本政治史・政治行政学の研究は通常は交差するところがほとんどなく、別個の隔
絶した領域として扱われていた。しかし 9・11 事件以後には、日本政治外交・行政における中東
への取り組みは飛躍的に増し、特に外交・安全保障・治安諸部門においては顕著であった。政治
行政の実践面で急速に進む中東への取り組みに、学術的研究が分野を横断して取り組むことが、
本研究に着手した背景であった。 
 
 
２．研究の目的 
 
米国主導の「対テロ戦争」は、日米関係を外交の主軸とし、中東にエネルギー安全保障の多く

を依存する日本に、テロや内戦を含む中東の治安・安全保障問題に主体的に向き合うことを強い
た。それが日本と中東の双方の政治・経済・社会に及んだ影響を示す基礎資料を収集する作業を
本研究は目的としていた。日本の政府および民間の主体が「対テロ戦争」の枠組みの中で中東・
イスラーム世界と治安・安全保障に関わる交渉を行なっていく過程と、その結果日本と中東の間
に形成された公式・非公式な関係を、多面的に、非公式な人的関係とネットワークの形成に重点
を置いて解明することを、本研究課題は目指した。 
 
３．研究の方法 
 
本研究課題には、代表者（池内恵）と５名の分担者の計６名で取り組んだ。そのうち２名（池内
恵、鈴木均）が中東政治研究、２名（小宮京、牧原出）が日本政治・行政学を専門とし、２名（鈴
木一人、宮本悟）が安全保障貿易管理と国際武器移転に関する固有の専門的な知見を有している。
これらの専門と経験を異にする研究者が、中東と日本の双方から日本・中東間のセキュリティ協
力の国際関係史の資料調査・分析を行ない、資料収集・分析を進めた。池内恵（東京大学、中東
政治・イスラーム政治思想）が研究の統括と、日本とアラブ諸国及びイスラエルとの国際テロリ
ズム対策を中心とした安全保障・治安協力について調査研究を行い、鈴木均（アジア経済研究所、
イラン現代政治）が日本とイランのエネルギー安全保障政策と対イラン経済制裁に対するイラ
ンの対応について歴史的資料を収集・読解を行い、小宮京（青山学院大学、日本政治史）が警察
庁の対中東・イスラーム世界への治安協力について、牧原出（東京大学、行政学）が財務省・経
産省の国際行政協力について研究を進めた。鈴木一人（北海道大学、国際政治・安全保障貿易管
理・経済制裁）：日本と国際機関による対イラン経済制裁と安全保障貿易管理政策についての調
査を行い、宮本悟（聖学院大学、政治学・北朝鮮政治・軍事輸出）が北朝鮮の中東との軍事輸出・
技術移転の関係についての調査研究を実施した。 
本研究ではこれらの分野の政策の立案と実施に携わった関係者に聞き取り調査を行い、オー

ラル・ヒストリー記録の聴取を含めた、文書資料と非文書資料の収集を行った。特に優先的に資
料収集と聞き取りの対象とした。 
 
４．研究成果 
 
2001 年の 9・11 事件以後に、米国が「対テロ戦争」を外交・ 安全保障上の最大課題とする中

で、日本と中東・イスラーム世界との間で進んだ治安と安全保障に関わる関係の強化を、日本側、
および中東側の両面から、中東研究や国際政治の専門家と、日本政治史・行政学の研究者が協働
して調査研究を進めることができた。 
本研究課題の成果の一つは、たび重なる現地調査・ヒアリング調査を、専門を横断した研究グ

ループによって行うことで、日本と中東諸国の間のセキュリティ政策に関する関係を調査する
ための人的・物理的基盤を構築したことである。セキュリティ政策において世界をリードし、セ
キュリティ研究において指導的な研究者・研究機関を多く持つイスラエルとの関係を緊密化し、
テルアビブ大学モシェダヤン中東アフリカ研究センターおよび、ヘブライ大学との研究協力の
関係構築を進め、部局間協定や大学間協定も締結することで、恒常的な研究協力を行い、そこか
ら日本・中東関係、特に日・イスラエルの対テロ戦争に関する政府間の協力関係や情報共有に関
する知見を得る場を設定することに成功した。また、イスラエルと並び、中東におけるセキュリ
ティ政策の重要な当事国となり、日本との関係も深まっているトルコとも、バシュケント大学戦
略研究応用センターとの協力関係による「イスタンブール・セキュリティ会議」への企画協力・
報告を行うなど、日・トルコのセキュリティ協力に関する知見を収集する基盤を築いた。 
 また、対テロ戦争の拡大の中で、特に問題化されるようになったイランの核開発をめぐり、北



朝鮮の対中東武器輸出との関連を含めた、北東アジアと中東との安全保障をめぐる水面下の関
連を歴史的に跡付けると共に、それに対処する日本・イスラエル間の協力強化、そしてイスラエ
ルと中東諸国間の国交樹立以前からの水面下での協力関係に探求を及ぼすことが可能になった。 
 本研究課題は当初の最終年度の 2020 年度においてコロナ禍により現地渡航の機会を突然に妨
げられ、最終年度を延長した 2021 年度を通じて渡航制限や面会によるヒアリングの困難という
制約に苛まれた。しかし 2018 年・19 年度に進めていたイスラエルの対テロ協力関係の非公式ネ
ットワークの解明は、2020 年 9 月に締結されたイスラエルと UAE やバーレーンとの「アブラハ
ム合意」に先立つものであり、予見的な面を多く含んでいた。本研究課題の遂行によって築いた
研究協力体制は、イスラエルを中心に、対イスラーム主義勢力、そして対イランの安全保障・治
安協力の水面下でのネットワークの所在を探求するための確固とした基盤となり、本研究課題
の終了後も、日本の学術協力ネットワークの最先端の部分として残り、広く学術諸分野に利益を
及ぼしていくだろう。 
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